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１．研究計画の概要 

（１）ラン科植物における花器官形成に関わ

る遺伝子単離と発現解析：３種のラン科植物

（コチョウラン，サギソウ，デンドロビウム）

から ABCDE モデルに関わる MADS-box 遺伝子

群と花の左右相称性に関わる cycloidea 遺
伝子について単離・発現解析を行う．またデ

ィファレンシャルスクリーニング法などに

より，ラン科植物特有の器官（唇弁・ずい柱・

花粉塊）形成に関わる遺伝子の単離を試みる． 

（２）ラン科植物の花器官変異体を用いた遺

伝子解析：野生型，変異体のラン科植物を用

いて花器官形成関連遺伝子群の発現を比較

解析を行い，変異の原因遺伝子の特定を試み

る． 

（３）形質転換技術を用いた花器官形成関連

遺伝子群の機能解析：単離された花器官形成

関連遺伝子群を発現ベクターにクローニン

グし，シロイヌナズナとタバコ，コチョウラ

ンとデンドロビウムに形質転換する． 

 

２．研究の進捗状況 

 デンドロビウム属セッコクからクラス B遺

伝子とクラス C 遺伝子を単離し，それぞれ

DMAP3A, DMAP3B, DMPI, DMAG1 と名付けた．

リアルタイム PCR の結果，クラス Bの DMAP3A

と DMAPI の第 1ウォール（外花被）における

発現が検出されたことから，これら 2遺伝子

の転写産物がヘテロダイマーを形成するこ

とで，セッコクにおける花弁様外花被を形成

していることが考えられた．一方，DMAP3B は

花弁と唇弁で顕著に高発現していたことか

ら，本遺伝子がこれらの器官形成に関与して

いることが示唆された． DMAG1 はずい柱で高

発現していたことから，本遺伝子の発現がラ

ンのずい柱形成に必要であると示唆された． 

 また別種のセッコクから２つのクラス

Ｂ遺伝子（DMMADS4，DMPI）を単離した．

RT-PCR の結果，前者は内花被，唇弁，ず

い柱で発現し，後者は外花被，内花被，

唇弁，ずい柱の全てで発現していた．ま

た両遺伝子共，子房発達時に発現してい

た．酵母ツーハイブリッド解析により，

これら 2つの遺伝子はヘテロダイマーを

形成することがわかった．  

 サギソウから単離した DEF-like 遺伝子の

発現を，野生型とがく片が花弁化した変異体

とで比較解析した結果，この遺伝子ががく片

の花弁化に関与していることが示唆された．

さらにサギソウのがく片が花弁化した変異

体を用いた遺伝解析では，変異形質が優性に

遺伝することを明らかにした．またコチョウ

ランから単離した花器官形成遺伝子に関し

ては発現ベクターを構築し，コチョウランに

形質転換し，形質転換個体を得ることに成功

した． 

 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 

（理由）予想以上に多くの遺伝子が単離でき，

発現解析も進んでいることから，進展状況は

非常に良いと判断した． 

 

４．今後の研究の推進方策 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2007～2010 

課題番号：19380016 

研究課題名（和文） 形質転換技術を用いたラン科植物特有の花器官形成機構の解明 

                     

研究課題名（英文） Elucidation of the mechanism of floral development in orchid by

transgenic approach. 

研究代表者 

 菅野 明（KANNO AKIRA） 

東北大学・大学院生命科学研究科・准教授 

 研究者番号：10260449 



 

 

 ラン科植物の花器官形成の分子機構解明

に向けて研究の進展を早めるには，早期に開

花し，遺伝解析も容易で，しかもゲノムサイ

ズが小さいラン科のモデル植物を用いた研

究が不可欠であるとの認識に至った．さまざ

まなラン科植物を探索した結果，シグモルキ

スがモデル植物としての条件に合致してい

ることから，シグモルキスを中心とした研究

に移行すべきであると判断し，新規研究課題

（課題番号 22380018）へと移行した． 
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